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　はじめに
　スリランカの多くの人々にとって，サラット・フォンセーカは 2009 年 5 月
の内戦終結をもたらした英雄であった。将軍という地位にあったこの軍人は絶


















































特に私が今後研究の対象にしたいと考えている 1950 年代，60 年代においては
カースト的要因は政治においてかなりの重要性があった。本稿ではまず非ゴイ
ガマ・カーストのなかでも特に有力なカーストであるカラーワを中心に，植民











































うして彼女は，1970 年代半ばにおけるシンハラ人人口 890 万人のうち，ゴイ
ガマが 450 万人，サラーガマ，カラーワ，ドゥラーワを合わせて 80 万人，バ













































出典：Kalinga Tudor Silva, P. P. Sivapragasam, Paramsothy Thanges 
（eds）, Casteless Or Caste-Blind?: Dynamics of Concealed Caste 
Discrimination, Social Exclusion, and Protest in Sri Lanka （Colombo: 
Kumaran Book House, 2009），p. 32 より川島が作成。














































































































































の分析によると，1907 年に出版された『セイロンの 20 世紀的印象』（Twentieth 
Century Impressions of Ceylon）内に登場する 272 人のエリートのうち，カー
































立てであった。この活動は 1840 年代後半から始まったが，1860 年代ごろから
はかなり組織化されたものとなり，キリスト教徒と仏教徒との間で 5 回の論争
の機会がもたれた（そのうち 2 回は文書の交換，3 回は公開の討論というとい
う形でなされた）（36）。この運動はその後仏教徒による出版活動，学校設立，禁










D. C. G. アッティガッレ（Attigalle）は寺院へのかなりの規模の援助を行った
が，彼の娘婿二人は 1904 年と 1912 年の禁酒運動に積極的に関わった人物で
あった。一人は初代首相 D. S. セーナーナーヤカの兄 F. R. セーナーナーヤカで
あり，もう一人は 3 代目首相コテラワラ（Sir John Lionel Kotelawala）の父（John 
Kotelawala Senior）である。また新聞社を設立したことでよく知られている 






商人である N. S. フェルナンドの一族はその一つである。彼らは仏教徒神智協
会を支援したが，インドのサリー輸入業者でもあった彼らはサリーを民族服と
























築いていたといわれる（44）。後述するように，1950 年代から 60 年代にかけてス






















カラーワたちが，セイロン改革連盟（Ceylon Reform League, 1917-1920 年）や




行い，政府任命の 6 議席の他に，初めて選挙による 4 議席を設定した。この 4





























あった。このとき閣僚となったカラーワはわずか 1 名であった。1947 年の組
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ある。このときの S. W. R. D. バンダーラナーヤカの勝利に貢献した人々の中に
もカラーワのエリートたちがいた。彼らは『仏教への裏切り』というタイトル
でよく知られている仏教委員会の報告書をつくり，仏教僧を組織化してバン
ダーラナーヤカの選挙運動を支えた（56）。このとき特に L. H. メッターナンダと
N. Q. ダヤスは大きな役割を果たしたようにみえる。仏教委員会の報告書は当

































H. メッターナンダ，N. Q. ダヤスといった人々である。彼らが活発に活動した
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